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info@saizoukyo.or.jp http://www.saizoukyo.or.jp 

fax  048（861）9641 電話 048（864）6921 

一般社団法人埼玉県造園業協会 
〒336-0031埼玉県さいたま市南区鹿手袋 4-1-7埼玉建産連会館６階 

 一般社団法人 埼玉県造園業協会（通称：埼造協）について 

昭和 52年に造園技術の向上、経営の合理化及び情報交換、会員の社会的地位向上

などを目的に設立、平成 30年（2018 年）に 40周年を迎えた、埼玉県内で造園工事

業を営む企業で構成する一般社団法人です。 

会員数は１3２社（令和 7年 4 月現在）。 

東西南北に４つの支部を持ち、設立目的である造園技能・技術の向上をはじめ、都市緑

化の推進や緑化意識の普及を図るため、様々な活動をしています。 

東部支部（会員数 38社） 

さいたま市、加須市、春日部市、羽生市、 

上尾市、久喜市、蓮田市、幸手市、白岡市、 

伊奈町、宮代町、杉戸町 

南部支部（会員数 34社） 

川口市、草加市、越谷市、蕨市、戸田市、 

八潮市、三郷市、吉川市、松伏町 

西部支部（会員数 25社）

川越市、所沢市、飯能市、狭山市、入間市、朝霞市、志木市、 

和光市、新座市、富士見市、ふじみ野市、坂戸市、鶴ヶ島市、 

日高市、三芳町、毛呂山町、越生町 

北部支部（会員数 35社） 

熊谷市、行田市、秩父市、本庄市、東松山市、鴻巣市、深谷市、桶川市、北本市、 

滑川町、嵐山町、小川町、ときがわ町、川島町、吉見町、鳩山町、横瀬町、皆野町、 

長瀞町、小鹿野町、美里町、神川町、上里町、寄居町、東秩父村 

くらしに役立つ緑を守り 

郷土の緑化に貢献する 

令和 7年 4月発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

設立目的及び事業 

 造園技術の向上及び造園事業の健全な育成発展を図り、生活環境の整備促進

及び都市地域の緑化推進に寄与し、公共の福祉を増進することを目的とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入会方法 ―――――――――――――――――――――――― 

 入会資格         

  造園（緑化）を専門の業とする者 

  埼玉県内に本店を持つ者 

  県内で５か年以上の造園（緑化）工事の経歴を有する者 

  正会員２名以上（内１名は協会理事で有ること）の推薦書 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 指定管理者制度への取り組み       

 平成 26 年度から、指定管理者制度への取り組みを

始め、埼玉県公園緑地協会とのグループ申請により、

県営大宮第二・第三公園、県営所沢航空記念公園

埼玉スタジアム２○○２公園を、また森林公園緑道

は埼造協単独で指定管理者になりました。 

 当協会が指定管理者になり、会員企業が県営公園

の管理運営に携わることで、高い造園技術･技能を活

用し、ハイレベルな園地管理が行われ、利用者に大変

喜ばれています。 

 

(1) 緑化事業の推進及び緑化意識の普及啓発 

(2) 公園緑化行政に対する協力 

(3) 造園技術及び経営の向上を図るための研修会等の開催 

(4) 造園に関する情報及び資料の収集並びに提案 

(5) 協会誌「協会だより」及び図書の刊行 

(6) 会員及び会員企業に属する者の表彰 

(7) 造園緑化に関する事業の受託及び請負 

(8) その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

ボランティア活動 

写真は東部支部による 
大宮公園でのササ刈り作業 

要望活動 

各種研修会等の開催 

写真は街路樹剪定士認定研修会 

 

定時総会の開催 

視察研修 

埼造協のさまざまな取り組み 

 当協会は、現状における公共・民間の造園工事発注量の減少、入札時の競争激

化、会員各社の様々な経営事情などを考慮し、次のような取り組みを行っています。 

 ① 情報の提供・共有        

 国、県、市町村に係る入札制度を始め、様々な関連情報を迅速かつ正確に周知して

います。また、各社の経営力・技術力の向上を目指し、会員相互の意思疎通、交流の

場の創出に努めています。 

 ② 要望活動・県幹部との意見交換会の実施     

 県の関係部局や各政党県連へ、入札制度や資格者の活用等について正副会長が

毎年要望し、受注環境の改善に努めています。令和２年度は延べ 14 項目について要

望を行い、都市整備部長を始め、関係６部局長と意見交換会を実施しました。 

 ③ 防災協定の締結        

 当協会会員は経審客観的事項、埼玉県の入札参加資格審査（格付け）それぞれ

で 20 点の加点となります。完成工事高での加算点アップが困難な中、格付維持に大

きなアドバンテージ（有利）と言えます。 

 ④ 表彰の推薦         

 国、県、各関連団体からの会員表彰に向け、積極的に推薦を行っています。近年は、

優秀な技能者を対象とした表彰推薦にも重点的に取り組んでいます。このような受賞が

総合評価方式や入札参加資格技術者要件などで、評価されつつあります。 

 ⑤ 研修会等の実施        

 会員は無料、一部は割引された会員価格で参加して頂いています。造園施工管理

技士の合格率低迷を改善するため、専門学校等と提携し受講機会を提供しています。 

 ⑥ 国庫補助事業を活用        

 国土交通省による造園施工管埋技士、厚生労働省による造園技能士の資格取得

に係る費用の助成を実施しています。 

 ⑦ 資格取得補助事業の実施       

 経審の加点対象となっている資格、又は今後、総合評価方式等で評価対象となり得

る 13 資格について、合格者に 1万円を上限に補助し、会員企業社員の資格取得の

気運づくり、ひいては各社の体力づくりに努めています。 

 ⑧ 加点評価される社会貢献活動を実施      

 入札参加資格審査（格付け）、総合評価方式で加点されるボランティア活動やイン

ターンシップ（就業体験・現在杉戸農高のみ）を支部で実施しています。ボランティア活

動とインターンシップについては、総合評価方式においてダブルで加点されています。 

 ⑨ 団体保険制度の導入（令和 3年度から）     

 団体でのスケールメリットを活かし、会員が労働災害、工事中における対人・対物事故

に係る賠償リスクに対応できるよう、業務災害補償、第三者賠償責任補償、使用者賠

償責任補償の保険制度を設けています。 

 

技能継承への取り組み 

写真は指定管理者として 
園地管理を担っている 
所沢航空記念公園での 

竹垣講習会の様子 

協会誌｢協会だより｣を 
年２回編集及び発行。 

青年部会 ～次代へつなげる知識と交流を 

 会員企業の次代を担う青年経営者(満 50歳まで)が集まって、新時代

に適応する経営知識の習得を図るなど、研修会や意見交換を行いながら

会員相互の親睦を図っています。 

森林公園緑道 


